
Q どうする ?
家庭での性教育

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
？

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、
付
き
合
っ
て
い
る

相
手
・
恋
人
か
ら
の
暴
力
を
い
い
ま
す
。

暴
力
に
は
、
身
体
的
、
精
神
的
、
経
済
的
、

性
的
、
社
会
的
暴
力
が
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ブ
ラ
ブ
期
、
イ
ラ
イ
ラ
期
、
バ
ク
ハ

ツ
期
と
い
う
暴
力
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、

暴
力
を
受
け
た
側
は
自
分
の
価
値
観
を

奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
尊

心
を
失
っ
た
時
、
急
に
優
し
く
さ
れ
る

と
、
自
分
の
価
値
を
認
め
て
く
れ
る
唯
一

の
人
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
う

し
て
、
や
る
方
も
や
ら
れ
る
方
も
わ
け
が

わ
か
ら
な
く
な
り
、
対
等
な
関
係
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
対

等
な
関
係
が
望
ま
し
い
と
い
う
知
識
が

あ
っ
て
も
、
暴
力
を
受
け
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
関
し
て
、
櫻

井
さ
ん
は
、「
知
識
だ
け
で
な
く
自
分
の

事
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い
」
と
言
い
ま

す
。

性
教
育
は
人
権
教
育
と

セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
平
等

　

櫻
井
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、「
日
本
の

性
教
育
は
世
界
と
比
べ
、
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
現
状
が
あ
る
」
と

言
い
ま
す
。

　

知
識
を
身
に
つ
け
る
機
会
が
少
な
い

男
性
は
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
を
教
科
書
に

し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
の
多
く
に
暴
力
的
な
シ
ー

ン
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
相
手
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
な
い
行
為
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
安
心
安
全
な
環
境
、

対
等
な
関
係
、
同
意
が
得
ら
れ
た
場
で

性
的
行
為
は
生
ま
れ
、
究
極
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
の
で
す
。

　

世
界
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
作
成
し
た

『
交
際
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ

ン
ス
』
を
元
に
、
年
齢
別
に
価
値
観
や

関
係
性
の
構
築
を
踏
ま
え
た
教
育
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
が
言
え
る

自
己
肯
定
感
を
高
め
る

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
親
は
働
き
か
け

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

　
「
性
犯
罪
者
の
多
く
は
『
嫌
が
る
そ
ぶ

り
は
な
か
っ
た
』
と
言
い
ま
す
が
、
体

の
自
己
決
定
を
す
る
こ
と
を
同
意
と
い

い
、
同
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。『
い

や
よ
い
や
よ
も　

好
き
の
う
ち
』
で
は

な
く
、『
い
や
よ
い
や
よ
は　

マ
ジ
で
嫌
』

が
言
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
す
ぐ
に
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
言
わ
な
い
と
き
、

相
手
は
同
意
し
て
い
な
い
事
を
知
っ
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

ま
た
、
子
供
の
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
だ
と
櫻
井
さ
ん
は
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
自
己
肯
定
感
は
、
基
本
的
自
己
肯
定

感
と
社
会
的
自
己
肯
定
感
の
２
層
で
成

り
立
っ
て
お
り
、
褒
め
る
こ
と
は
社
会
的

自
己
肯
定
感
に
あ
た
り
ま
す
。
基
本
的

自
己
肯
定
感
は
、
家
庭
で
テ
レ
ビ
な
ど

を
一
緒
に
み
て
共
に
過
ご
す
こ
と
、
体

験
を
共
有
す
る
・
共
感
し
あ
う
こ
と
で

高
ま
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
を
家
庭

で
作
っ
て
ほ
し
い
。
自
己
肯
定
感
が
高

い
子
供
は
Ｎ
Ｏ
が
言
え
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
伝

え
ら
れ
る
の
で
す
」

　

最
後
に
、保
健
相
談
の
中
学
３
年
生
の

妊
娠
出
産
の
事
例
で
、「
本
人
か
ら『
私
は

男
に
抱
か
れ
た
か
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
。誰

か
に「
愛
し
て
い
る
」と
言
っ
て
欲
し
か
っ

た
だ
け
。そ
し
て
、本
当
に
そ
れ
を
し
て
欲

し
か
っ
た
の
は
、お
母
さ
ん
だ
っ
た
』と
言

わ
れ
た
」と
い
う
、と
て
も
印
象
に
残
る
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

デートDV防止啓発冊子
はばたき 21 で配布。
区公式 HP に掲載。

　昨年11月、生涯学習センターで中学校PTA対象の人権尊重教育研修
会が開かれました。デートDVについてよくわからない、親はどのように伝
えていく必要があるかを、助産師・思春期保健相談士の櫻井裕子さんにお
話していただきました。櫻井さん自身の体験談や保健相談の事例のほか、
クイズ形式の性教育もあり、とてもインパクトのある研修会でした。

講座でお話する櫻井裕子さん

「デート DV/ 対等な関係」
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女性がスポーツとど
う関わってきたか、
その経緯や障壁と
メリット、メディア、
リーダーシップ、ビ
ジネス等の諸問題
について考察する。

女性が組織や社会
の中で立場や地位を
求めても、それらを
阻止しようとするガ
ラスの天井。強固な
ものとして存在した
日本の天井を打ち破
り、各界の「第一号」
として道をつくって
きた女性たちの姿。

好きになったら束縛
するのもされるのも
当たり前なのでしょ
うか。不幸せな関係
に陥らないために、
事例をあげながら、
恋愛のなかの暴力や
その対処法について
解説。

女性・スポーツ大事典
子どもから大人まで課題解決に役立つ

エレン・J・スタウロウスキー編著
井上則子/山田ゆかり　監訳

西村書店

日本の天井
時代を変えた「第一号」の女たち

石井 妙子著
角川書店

「レンアイ、基本のキ」
好きになったらなんでもOK?

打越 さく良著
岩波ジュニア新書

はばたき21情報コーナーおすすめ図書案内

CMの事例から学ぶ!
メディアが発する女性像・男性像

　私たちの身近な素材である広告を題材に、ジェンダーや
性差別の問題を考えるとは ?　
　様々な動画やポスターを交えて、田中さんにお話しして
いただきました。

◉「炎上」する広告
　世界経済フォーラムが発表した2019年の「ジェンダー・
ギャップ指数」で153か国中121位となった日本。女性のラ
イフスタイルが変化しても男性のライフスタイルはあまり変
わらず、テレビCMの中には旧態依然のものが数多く存在しま
した。
　しかし昨今、そうしたCMが改善されてきており、その背景
にあるのがSNSにおける広告の炎上です。
　炎上する広告には、性役割を強調する、女性を商品化する、
アダルトビデオの手法を盛り込んでいるといった特徴があり、
民間企業だけではなく、自治体や大学など公共性の高い組織
もそのような動画やポスターを制作してしまっています。

◉SNS時代のジェンダーとメディア
　炎上の背景には、アナログからデジタルへというメディア環
境の変化があります。
　それにより、企業CMやPR動画に対する多くの女性たちか
らの批判が、SNSを通じて炎上という形で顕在化されるとい
うプラスの面がある一方、オンライン上での女性蔑視的な発
言やアダルト広告の蔓延など、マイナスの現象も起こってい
ます。
　
◉状況を改善するには
　CMが発する性別役割分業の再生産や性の商品化など、問
題の焦点が何なのかということに気づく。また、性別に関する
ステレオタイプ的な広告を禁止するといった海外の取組から
学ぶなどの方法があります。
　そして、人々が様々な観点から映像やイメージを見ている
現在、送り手の想いや意図が伝わらないこともありうるという
前提で発信していくことが求められています。

※ジェンダー…社会的・文化的に構築された性
※炎上…インターネットに不適切にアップロードされた記事・写真・コメン
トなどに対して、制御不能な規模での非難、中傷、批判のコメントが殺
到する状態

※ジェンダー・ギャップ指数…スイスの民間研究機関「世界経済フォーラ
ム」が、政治、経済、教育、健康の4分野における男女間の格差を毎年発
表。日本は特に女性の政治参画が遅れており、2019年版では過去最
低。先進国では最低水準

講座レポート
はばたき21

■ 日時 : 2020年1月11日(土)午後1時30分～3時30分
■ 講師 : 田

た な か

中東
と う こ

子さん(大妻女子大学文学部教授および
　 　　　東京大学大学院情報学府客員教授) 

参加者の声
●日本と海外のCMを比べて見
られて、日本のジェンダー意
識の低さが改めてわかった。

●女性を応援するつもりのCM
なのに、見ていると苦しく
なってしまう…CMは難しい
ものですね。


